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＊山口  萩月 氏（新天町・再任）●   教育委員会委員の任命　

第３回臨時会　令和３年１１月３０日（火）

１１月補正額
予 算 総 額

令和３年度一般会計予算
                               
                               　　

  　 △1,316万3,000円
296億7,842万1,000円

上程された議案は、すべて可決および承認しました

　人事院勧告に基づく佐賀県の取扱いに準じ、特別職の職員、一般職の職員、市議会議員等の
期末手当の額を減額しました。また、市が管理する公園内で発生した遊具の管理瑕疵による事
故について、市長専決で支払われた損害賠償の額について承認しました。

第４回定例会　令和３年１２月３日（金）～２２日(水)

１2月補正額
予 算 総 額

令和３年度一般会計予算
                               
                               　　

  27億 761万円
323億8,603万1,000円

上程された議案は、すべて可決および同意しました

　ふるさと応援寄附金の増加に伴う返礼に要する経費、松浦鉄道株式会社に対する公共交通維
持確保支援金、新型コロナウイルスワクチンの追加接種に要する経費、令和３年８月豪雨により
崩壊した林地の崩壊防止工事に要する経費、散弾銃射撃場の汚染土壌の撤去に向けた実施設
計等に要する経費等のため、増額しました。
　また、子育て世帯等臨時特別給付金について、本市は１０万円全額を現金で給付することとし
ました。

　市民の皆様には、希望に満ちた輝かしい新春をお迎えのこととお慶び申し上
げます。
　一昨年からの新型コロナウイルス感染症の一日も早い終息を願うばかりです。
　そうした中、東京オリンピックが開催され、伊万里市初の代表選手として、
柳本幸之介選手、鳥山麻衣選手のお二人が出場され、市民として大変喜ばし
く、勇気と元気をもらうことができました。
　我々市議会は、議会機能を充実し、市民の立場にたって、市長、執行部と互
いの知恵を出し合いながら市民参加の市政運営に努めていく所存でおります。
　本年が、市民の皆様、本市にとりまして幸せ多い、良き年となりますことを
ご祈念申し上げまして、ご挨拶といたします。

議　長
坂本 繁憲

新年あいさつ
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　焼き物で世界に名をはせる大川内町内に、かつて市営の散弾銃射撃場がありました。
　ちょうど２　０世紀が終わる頃から、そこに残された鉛弾による土壌汚染が社会問題となっ
ており、周囲まで含めた約5万3,1００㎡におよそ5７ｔの鉛弾が堆積したままになっている
と推計されています。
　1　２月議会で、高濃度汚染土壌の撤去に向けた対策及び工法を検討するための実施設計委託
の予算1,55０万円を可決しましたので、ここで一連の流れを振り返ります。

時　　　期 内　　　　容

昭和３８（196３）年 ・佐賀国体での競技会場として設置され、伊万里市が引き継ぐ

昭和59（19８4）年
・基幹林道腰岳～青螺山線の完成に伴って閉鎖せざるを得なくなったため、伊万
里市が代替施設として開設

平成12（2000）年 ・これ以降、市議会一般質問などで鉛問題が取り上げられるようになる

平成2３（2011）年

・4月：市が射撃場内外10箇所で行った調査で、場内外各2箇所から、鉛の含有
量及び溶出量ともに環境基準値を超える数値を検出

・7月：市は「休止」を決定、県の指導により「関係者以外立ち入り禁止」の柵
及び看板を設置

・11月～24年3月：県の指導により、クレー（的になる素焼きの皿/1８6ｔ）やワッ
ズ（散弾を格納するプラスチック容器/８.6ｔ）等の産業廃棄物を回収（平成2３
年度緊急雇用創出基金事業）⇒24年度予算で運搬処分
・12月：事実上の「廃止」宣言

平成24（2012）年
・3月：有害鳥獣駆除を行う猟友会会員が佐賀市の県営射撃センターへ通うため
の旅費を予算化
・12月：射撃場下流への、排水浄化施設（沈砂池）建設を予算化、設置

平成25（201３）年
・8月：伊万里市散弾銃射撃場環境対策検討委員会（以下、検討委員会）発足（有
識者4名、市職員12名）

平成29（2017）年

・1月：第5回検討委員会で「アクションプラン」策定
　①　地元関係者立会いの下、表流水調査（雨季、乾季）
　②　大型沈砂池整備への用地取得、一部用地の取得
　③　鉛汚染土壌の処理方法の検討、沈砂池整備の経費試算

令和2（2020）年
・10月：第8回検討委員会で、「大型沈砂池整備」よりも「射撃場内高濃度鉛汚
染土壌の撤去」を優先する方向へ方針転換

令和3（2021）年

・3月：地元関係者や市長・市職員らが鉛汚染土壌の回収を開設以来初めて試行
　また、表層土（３6地点）、深度別（３4地点）の溶出量並びに含有量の調査を実施
・5月：第9回検討委員会で、土壌調査の結果を踏まえ、効果や財源を考慮しな
がら、具体的な対策工法について検討を進めることに
⇒汚染土壌のはぎ取り方法や処分の方法、はぎ取り後の土壌への不溶化剤の活用
など、より効果的で経済的な視点からの検討を進める

※検討委員会の会議録は、市ホームページ→「広聴・広報」→「会議公開関係」→「会議録一覧」→「スポーツ課」で
　ご覧になれます。

伊万里市散弾銃射撃場のこれまで特集　
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損害賠償に係る和解損害賠償に係る和解損害賠償に係る和解
　指定障害福祉サービス事業所の運営法人
が障害福祉サービス給付費を不正に受給し
た事件。

　利用手続きが不便になるのではない
か。
　申請自体は、あくまでも申請書の提
出が１か月前となるが、当然、コミュニ
ティセンターの年間計画等もあるので、
ある程度、事前の把握や仮の予約、と
いうような形で運用されています。　
　今後、申請の方法や利用の仕方など、
丁寧に説明をしていきたいと考えてい
ます。

質疑

回答

①弁護士費用の負担は？
②相手方から支払われない場合は？　
③損害賠償金の支払い状況は。
①弁護士とは年間委託契約をしており、
その範囲内です。
②相手方が倒産をした場合や支払わな
い場合は、市が県・国に返金をしな
ければならないという制度の問題点
があると考えていますので、国にも問
題提起していきます。
③損害賠償金は、すでに12月14日に
支払われています。

【委員会の議論から】
　今回、県の監査の遅れにより時効が
来てしまい、損害賠償請求をせざるを
得なくなってしまったことに加え、相手
方との和解が成立しなかった場合や倒
産などの理由で支払われなかった場合
は、市が県・国に返金する必要が出て
きてしまうという、この制度自体の問題
点が明らかになりました。
　市は県内全市町で県を通じて国に制
度の改善要望していくよう進めていると
いうことでした。
　また、県からも納得のいく説明が市
にされなかったということもあり、委員
の中には、「意見書を出すべきではない
か」「委員会や市議会として県に説明を
求めるべきではないか」という声もあり
ました。

質疑

回答

委員会の議論から

今後の老人憩の家の機能今後の老人憩の家の機能今後の老人憩の家の機能
「伊万里市老人憩の家の設置及び管理に
関する条例を廃止する条例制定について」
　公共建築物個別施設計画に基づき、老人
憩の家の機能をコミュニティセンターへ集約
するためのものです。

（委員長）岩﨑 義弥／（副委員長）山口 常人／盛 泰子／力武 勝範／樋渡 雅純／笠原 義久

　12/16(木)に、松浦スポーツ・レクリエー
ション施設、伊万里市散弾銃射撃場、同和教育
集会所、休日・夜間急患医療センターの４箇所
の現地視察を実施しました。

現地視察：伊万里市散弾銃射撃場

現地視察：伊万里松浦グラウンド・ゴルフ場

　市内には他にも補修が必要な防火水
槽があると思うが、どのように対応して
いくのか。
　調査の結果22件あり、その内3件に
対応し、他に2件が要望されています。
残りについては、地元負担が伴うので地
元で検討してもらうように通知しており、
要望があればすべて対応していきます。

質疑

答弁

　南波多町内にある２箇所の防火水槽の補修
に係る経費に対し、補助金交付要綱に従って事
業費から10万円を差し引いた額の70％に当る
合計44万7,000円を補助します。
　南波多町水留区が所有する防火水槽につい
ては、周囲からの泥水の流入を防止するための
基礎ブロック積み増し工事と経年劣化により破
損しているフェンスの取替工事に係る事業費
60万1,000円に対し35万円を、また、南波多
町笠椎区が所有する防火水槽については、経
年劣化により破損しているフェンスの取替工事
に係る事業費23万9,000円に対し9万7,000
円を補助します。
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務
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管
理
委
員
会
、
監
査
委
員
、
他
の
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に
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な
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事
項

消防用設備管理事業消防用設備管理事業消防用設備管理事業

　市長の任期満了に伴う選挙について
は、事前に実施されるのがわかってい
るので、補正予算ではなく、当初予算
に計上するべきではないか。
　立候補者の人数の見込みを考慮して、
また、これまでの慣例で12月補正予算
に計上していたが、任期満了に伴う選
挙の予算計上のやり方については今後
検討します。

質疑

答弁

市長選挙執行事業市長選挙執行事業市長選挙執行事業

（委員長）山口 恭寿／（副委員長）前田 敏彦／坂本 繁憲／加藤 奈津実／梶山 太／松尾 雅宏／松永 孝三

　令和4年4月26日の市長の任期満了に伴い、
市長選挙を4月10日に告示し、4月17日の投
開票の実施に向け、174箇所のポスター掲示
場設置業務委託料や投票用紙また全戸配布さ
れる選挙啓発チラシ等の印刷製本費など、今
年度の準備に要する費用403万2,000円が計
上されています。

　市民会館本館の解体工事は、11月中旬に内部の工事から着手し順調に進んでおり、予定どおり年
度内に完了できる見込みです。また解体後は、とりあえず真砂土で整地される予定です。
　市民会館ステージのどん帳については、関係団体から保存の要望をされていましたが、サイズや
重量を考えると現物を保存するのは難しいと判断し、３ｍ×１ｍのレプリカを作成し、ＪＲ伊万里駅の
駅ビル内に展示されることになっています。

解体中の市民会館本館 補修される防火水槽
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現地視察：伊万里市散弾銃射撃場

現地視察：伊万里松浦グラウンド・ゴルフ場

　市内には他にも補修が必要な防火水
槽があると思うが、どのように対応して
いくのか。
　調査の結果22件あり、その内3件に
対応し、他に2件が要望されています。
残りについては、地元負担が伴うので地
元で検討してもらうように通知しており、
要望があればすべて対応していきます。

質疑

答弁

　南波多町内にある２箇所の防火水槽の補修
に係る経費に対し、補助金交付要綱に従って事
業費から10万円を差し引いた額の70％に当る
合計44万7,000円を補助します。
　南波多町水留区が所有する防火水槽につい
ては、周囲からの泥水の流入を防止するための
基礎ブロック積み増し工事と経年劣化により破
損しているフェンスの取替工事に係る事業費
60万1,000円に対し35万円を、また、南波多
町笠椎区が所有する防火水槽については、経
年劣化により破損しているフェンスの取替工事
に係る事業費23万9,000円に対し9万7,000
円を補助します。

総
務
委
員
会
（
所
管
）総
務
部
、
総
合
政
策
部
、
出
納
室
、
選
挙
管
理
委
員
会
、
監
査
委
員
、
他
の
委
員
会
に
属
さ
な
い
事
項

消防用設備管理事業消防用設備管理事業消防用設備管理事業

　市長の任期満了に伴う選挙について
は、事前に実施されるのがわかってい
るので、補正予算ではなく、当初予算
に計上するべきではないか。
　立候補者の人数の見込みを考慮して、
また、これまでの慣例で12月補正予算
に計上していたが、任期満了に伴う選
挙の予算計上のやり方については今後
検討します。

質疑

答弁

市長選挙執行事業市長選挙執行事業市長選挙執行事業

（委員長）山口 恭寿／（副委員長）前田 敏彦／坂本 繁憲／加藤 奈津実／梶山 太／松尾 雅宏／松永 孝三

　令和4年4月26日の市長の任期満了に伴い、
市長選挙を4月10日に告示し、4月17日の投
開票の実施に向け、174箇所のポスター掲示
場設置業務委託料や投票用紙また全戸配布さ
れる選挙啓発チラシ等の印刷製本費など、今
年度の準備に要する費用403万2,000円が計
上されています。

　市民会館本館の解体工事は、11月中旬に内部の工事から着手し順調に進んでおり、予定どおり年
度内に完了できる見込みです。また解体後は、とりあえず真砂土で整地される予定です。
　市民会館ステージのどん帳については、関係団体から保存の要望をされていましたが、サイズや
重量を考えると現物を保存するのは難しいと判断し、３ｍ×１ｍのレプリカを作成し、ＪＲ伊万里駅の
駅ビル内に展示されることになっています。

解体中の市民会館本館 補修される防火水槽
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（委員長）井手 勲／（副委員長）川田 耕一／山口 常人／前田 敏彦／前田 邦幸／笠原 義久

公共施設の在り方について、市民との意見交換
を踏まえ調査、提言を行うことを目的に設置されま
したので、広く市民の声を聞く場として11月中に５
団体と意見交換を開催しました。
団体ごとに特徴のある意見をいただき、市民会
館本館跡地と周辺施設については、西九州道の延
伸と将来を見据え、まちの活性化や観光客の増加
につながるこれからの公共施設のあり方について、
伊万里の文化や教育的施設も視野に入れ、将来に
おいて市民が納得できるような施設を計画すべきと
のご意見などがありました。
市役所庁舎建て替えについては、防災の面から
現在地が良いというご意見、まちの活性化のために
は町なかに移転しても良いのではというご意見もあ
りました。

公共施設調査特別委員会中間報告

公共施設調査特別委員会

いただいたご意見などを参考に、施設の統合、機
能の集約、複合化も視野に入れ、将来市民が満足
して利用できるように、本委員会としては３月の定
例会までに委員間で協議し、提言ができるよう検討
してまいります。

伊万里市老人クラブ連合会 伊万里市文化連盟

伊万里市区長会連合会伊万里商工会議所

伊万里市小･中学校連合ＰＴＡ

環
境
建
設
委
員
会
（
所
管
）市
民
生
活
部
・
建
設
農
林
水
産
部
・
上
下
水
道
部
・
農
業
委
員
会

子どもたちに安全と安心を子どもたちに安全と安心を子どもたちに安全と安心を

「交通安全施設整備事業」
　市道における歩行者等の安全確保と交通事
故の減少を図るため防護柵や区画線が整備さ
れます。
　各地区からの要望は多いのですが、危険度
を優先し整備を行っています。
　整備を促進するために「交通安全施設整備
事業（単独）については、特に市道の区画線等
の消滅による不良箇所が多いことから、十分に
予算を確保し、交通安全に資するよう適切な対
策を行うこと。」と意見を附しました。

地域活動の環境整備地域活動の環境整備地域活動の環境整備
「市民活動促進事業」

 　一般財団法人自治総合センターのコミュニ
ティ助成事業を活用して、コミュニティ活動に
必要な備品の整備に要する経費が補助されま
す。
　今回は、南波多町笠椎区の自治公民館の机
や椅子などの整備が対象です。

移動手段の維持・確保移動手段の維持・確保移動手段の維持・確保
「鉄道交通支援事業」

　新型コロナウイルス感染症の拡大に伴う影
響により利用者が減少した松浦鉄道に対し、地
域公共交通の維持や確保のため、運行に要す
る経費の一部が支援されます。

（委員長）中山 光義／（副委員長）川田 耕一／西田 晃一郎／前田 邦幸／井手 勲／馬場 繁／前田 久年

事業費：957万円

事業費：980万円
（国900万円、市80万円）

事業費：160万円
（市の負担なし）

被害拡大防止被害拡大防止被害拡大防止
「農林地崩壊防止事業」

　令和３年８月の豪雨により崩壊した、脇田町
平野地区の林地の崩壊防止工事が行われます。

事業費：1,000万円
（県1/2､市1/4、地元負担1/4）

上伊万里･松島線
（伊万里中学校付近 )

MR松浦鉄道

農林地崩壊現場
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事業費：1,000万円
（県1/2､市1/4、地元負担1/4）

上伊万里･松島線
（伊万里中学校付近 )
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●一般会計の収入と支出の内訳

一般会計 前年度　比25％の増額
特別定額給付金など新型コロナウイ ルスの感染症対策で、国からの交付金等が増大！

収入
356億
9,501万円

支出
353億
5,291万円

市税
70億9,941万円
（19.9％）

その他
56億

7,370万円
（15.9％）

国庫支出金
109億5,505万円
(30.7％）

地方交付税
など
74億

5,583万円
(20.9％）

県支出金
28億2,652万円
（7.9％）

市税
16億8,450万円
（4.7％）

県支出金
28億2,652万円
（7.9％）

市債
16億8,450万円
（4.7％）

自
主
財
源

依
存
財
源

自主財源：127億7,311万円
　　（35.8％）

依存財源：229億2,190万円
　　（64.2％）

義務的経費：126億9,553万円
　　（35.9％）

投資的経費： 30億7,544万円
　　（8.7％）

消費的経費：133億2,510万円
　　（37.7％）

その他の経費： 62億5,684万円
　　（17.7％）

扶助費
67億1,387万円
（19.0％）

人件費
41億

6,565万円
（11.8％）

公債費
18億1,601万円
（5.1％）

普通建設事業費
27億6,365万円
（7.8％）

公債費
18億1,601万円
（5.1％）

普通建設事業費
27億6,365万円
（7.8％）

災害復旧事業費
3億1,179万円
（0.9％）

補助費等
92億9,179万円
（26.3％）

物件費
39億1,944万円
（11.1％）

維持補修費
1億1,387万円
（0.3％）

その他の経費
62億5.684万円
（17.7％）

義
務
的
経
費

消
費
的
経
費

投資的
経費
投資的
経費

その
他
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収　　入 令和２年度 令和元年度 増減率

一　　般　　会　　計 356億9,501万7,000円 285億223万1,000円 25.2％

特
別
会
計

国 民 健 康 保 険 69億2,216万7,000円 71億7,598万4,000円 △3.5％

介 護 保 険 63億7,362万8,000円 63億7,555万5,000円 △0.03％

市 営 駐 車 場 1,652万4,000円 1,823万3,000円 9.4％

後 期 高 齢 者 医 療 14億5,614万2,000円 14億4,753万5,000円 0.6％

企
業
会
計

水 道 事 業 15億4,079万2,000円 15億853万3,000円 2.1％

工 業 用 水 事 業 10億3,643万5,000円 10億2,627万4,000円 1.0％

下 水 道 事 業 13億6,463　万9,000円 12億3,040万5,000円 10.9％

支　　出 令和２年度 令和元年度 増減率

一　　般　　会　　計 353億5,291万4,000円 282億6,248万5,000円 25.1％

特
別
会
計

国 民 健 康 保 険 66億8,840万7,000円 68億5,527万1,000円 △2.4％

介 護 保 険 62億3,471万8,000円 61億8,319万5,000円 0.8％

市 営 駐 車 場 1,652万4,000円 1,237万7,000円 33.5％

後 期 高 齢 者 医 療 14億5,528万2,000円 14億4,598万8,000円 0.6％

企
業
会
計

水 道 事 業 14億7,267万7,000円 14億3,315万8,000円 2.8％

工 業 用 水 事 業 9億7,724万7,000円 10億3,581万2,000円 △5.7％

下 水 道 事 業 12億5,220万円 12億2,850万2,000円 1.9％

●会計別の決算状況と前年度との比較

※企業会計については収益的収支（水をつくり、ご家庭や企業にお届けするため、また、下水を処理するための収支）を
　記載しています。これとは別に、資本的収支（施設や管路の整備などに使用するための収支）があります。

一般会計 前年度　比25％の増額
特別定額給付金など新型コロナウイ ルスの感染症対策で、国からの交付金等が増大！

収入
356億
9,501万円

支出
353億
5,291万円

市税
70億9,941万円
（19.9％）

その他
56億

7,370万円
（15.9％）

国庫支出金
109億5,505万円
(30.7％）

地方交付税
など
74億

5,583万円
(20.9％）

県支出金
28億2,652万円
（7.9％）

市税
16億8,450万円
（4.7％）

県支出金
28億2,652万円
（7.9％）

市債
16億8,450万円
（4.7％）

自
主
財
源

依
存
財
源

自主財源：127億7,311万円
　　（35.8％）

依存財源：229億2,190万円
　　（64.2％）

義務的経費：126億9,553万円
　　（35.9％）

投資的経費： 30億7,544万円
　　（8.7％）

消費的経費：133億2,510万円
　　（37.7％）

その他の経費： 62億5,684万円
　　（17.7％）

扶助費
67億1,387万円
（19.0％）

人件費
41億

6,565万円
（11.8％）

公債費
18億1,601万円
（5.1％）

普通建設事業費
27億6,365万円
（7.8％）

公債費
18億1,601万円
（5.1％）

普通建設事業費
27億6,365万円
（7.8％）

災害復旧事業費
3億1,179万円
（0.9％）

補助費等
92億9,179万円
（26.3％）

物件費
39億1,944万円
（11.1％）

維持補修費
1億1,387万円
（0.3％）

その他の経費
62億5.684万円
（17.7％）

義
務
的
経
費

消
費
的
経
費

投資的
経費
投資的
経費

その
他

令 和
２年度
決算
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い
て
い

ま
す
。
ま
た
委
託
料
に
つ
い
て
は
、
世
帯
割
の
占
め

る
割
合
が
小
さ
く
、
均
等
割
が
大
き
い
状
況
で
す
。

　

駐
在
員
制
度
は
市
政
の
根
幹
で
あ
り
、
今
後
の
な

り
手
不
足
も
予
想
で
き
る
こ
と
か
ら
、
駐
在
員
を
区

長
と
限
定
す
る
現
行
制
度
の
見
直
し
を
検
討
す
る
こ

と
。

 

② 

移
住
・
定
住
促
進
事
業

　

本
事
業
で
は
、
転
入
し
た
人
の
う
ち
市
内
に
新
築

や
空
き
家
を
購
入
し
た
人
へ
の
奨
励
金
や
、
首
都
圏

か
ら
市
内
に
移
住
し
、
市
内
企
業
に
継
続
し
て
雇
用

さ
れ
て
い
る
人
へ
の
支
援
金
の
交
付
な
ど
を
行
い
、

令
和
２
年
度
は
11
世
帯
42
名
の
移
住
に
繋
が
り
ま
し

た
。
そ
の
多
く
は
夫
婦
の
う
ち
妻
が
本
市
出
身
者
で

あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
移
住
の
傾
向
が
夫
主
体
か
ら
妻

主
体
へ
と
変
化
し
て
き
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

本
市
の
課
題
と
し
て
、
就
職
や
進
学
を
機
に
18
歳

前
後
で
転
出
し
た
若
者
の
う
ち
、
特
に
20
代
か
ら
30

代
の
女
性
が
伊
万
里
へ
戻
っ
て
き
て
い
な
い
現
状
が

あ
る
こ
と
も
鑑
み
、
移
住
・
定
住
の
促
進
に
当
た
っ

て
は
「
女
性
に
選
ば
れ
る
ま
ち
」
と
い
う
視
点
を
加

え
て
、
よ
り
一
層
の
事
業
促
進
を
図
る
こ
と
。

     

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
等

　
　
運
行
事
業

　

高
齢
化
に
伴
い
、
交
通
弱
者
に
対
す
る
地
域
交
通

手
段
の
確
保
は
、
よ
り
一
層
重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

い
ま
り
ん
バ
ス
や
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
な
ど
の
地
域

交
通
手
段
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
路
線
や
運
行

手
法
に
よ
っ
て
、
利
用
者
数
が
大
き
く
異
な
り
、
１

人
当
た
り
の
運
行
コ
ス
ト
に
大
き
な
差
が
生
じ
て
い

ま
す
。

　

利
用
者
の
公
平
性
を
確
保
し
つ
つ
、
今
後
も
地
域

交
通
支
援
事
業
を
安
定
的
に
継
続
す
る
た
め
に
も
、

特
に
利
用
者
が
少
な
い
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
に
つ
い

て
は
、
予
約
方
法
や
利
用
料
金
な
ど
の
事
業
に
関
す

る
周
知
を
更
に
行
う
な
ど
、
利
用
者
の
増
加
を
図
る

こ
と
。

 　

 

交
通
安
全
指
導
員
活
動
事
業

　

交
通
安
全
指
導
員
の
定
員
は
35
名
で
す
が
、
毎
年

数
名
が
欠
員
の
状
態
に
あ
り
、
指
導
員
の
高
齢
化
に

伴
い
退
任
者
も
多
い
中
、
新
任
者
の
確
保
に
努
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

定
員
を
満
た
す
よ
う
、
よ
り
一
層
の
指
導
員
確
保

に
努
め
る
と
と
も
に
、
実
際
に
指
導
に
当
た
っ
て
い

る
方
々
に
意
見
を
聞
き
な
が
ら
、
制
服
の
必
要
性
や

地
域
と
の
連
携
の
可
能
性
な
ど
、
事
業
と
し
て
継
続

可
能
な
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
。

お
知
ら
せ

常
任
委
員
会

特
別
委
員
会

決
算
審
査

一
般
質
問

 　

 

留
守
家
庭
児
童
ク
ラ
ブ

　

管
理
運
営
事
業

　

留
守
家
庭
児
童
ク
ラ
ブ
で
は
支
援
員
の
処
遇
改
善

や
企
業
の
努
力
に
加
え
、
職
員
力
で
棚
が
整
備
さ
れ

る
な
ど
、
子
育
て
支
援
の
場
と
し
て
整
備
が
進
ん
で

い
る
現
場
を
確
認
し
ま
し
た
。
配
慮
が
必
要
な
児
童

へ
の
支
援
と
し
て
ブ
ロ
ッ
ク
ご
と
に
支
援
員
を
１
名
、

計
３
名
の
配
置
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
対
象
児
童

数
も
増
加
傾
向
に
あ
る
た
め
、
余
裕
を
持
っ
た
体
制

と
な
る
よ
う
要
請
す
る
。

 　

 

３
歳
児
健
康
診
査
事
業

　

現
在
、
３
歳
児
健
康
診
査
で
の
視
力
検
査
に
つ
い

て
は
、
事
前
に
家
庭
で
保
護
者
が
簡
易
な
視
力
検
査

を
行
い
、
異
常
が
あ
れ
ば
申
告
を
す
る
仕
組
み
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

視
機
能
は
３
歳
ご
ろ
ま
で
に
急
速
に
発
達
し
、
６

歳
～
８
歳
頃
に
視
力
が
決
ま
り
、
こ
の
間
に
治
療
の

機
会
を
逃
す
と
回
復
が
難
し
く
な
る
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
機
器
を
使
っ
た
検
査
が
普
及
し
て
き
て
お
り
、

国
で
も
自
治
体
が
機
器

を
購
入
す
る
際
の
費
用

の
半
額
補
助
が
予
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

視
力
検
査
の
方
法
に

つ
い
て
十
分
な
検
討
を

行
い
、
健
診
の
精
度
が

よ
り
向
上
す
る
よ
う
努

め
る
こ
と
。

議
会
の
意
見

事
業
効
果
を
チ
ェッ
ク
！

12

34

56
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決
算
審
査
を
行
う
た
め
の
関
連
資
料
「
主
要
な

施
策
の
成
果
に
関
す
る
説
明
書
」
は
、
議
会
の
要

請
と
そ
れ
に
応
え
る
市
職
員
の
努
力
に
よ
っ
て
、

年
々
充
実
し
て
き
て
い
ま
す
。

　
伊
万
里
市
民
図
書
館
で
ど
な
た
で
も
閲
覧
で
き

ま
す
の
で
、
是
非
一
度
ご
覧
く
だ
さ
い
。

  　
 

道
路
管
理
事
業

　

令
和
２
年
度
に
お
け
る
市
道
に
関
す
る
改
良
工
事

や
維
持
補
修
等
の
要
望
に
つ
い
て
は
、
１
５
１
件
の

要
望
に
対
し
て
、
採
択
が
47
件
で
あ
り
、
採
択
率
は

31
・
１
％
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。
今
後
、
市
道
に

関
す
る
維
持
補
修
の
要
望
に
関
し
て
は
、
老
朽
化
の

進
行
等
に
よ
り
増
加
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
た
め
、

こ
れ
ま
で
と
同
水
準
の
予
算
額
で
は
、
ま
す
ま
す
採

択
率
は
下
が
り
、
道
路
の
機
能
維
持
に
支
障
を
き
た

す
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

道
路
の
維
持
補
修
は
、
歩
行
者
や
車
両
の
安
全
な

通
行
の
た
め
に
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
必
要
な
予

算
の
確
保
に
努
め
る
こ
と
。

 　

 

学
校
教
育
総
務
事
業

　

令
和
２
年
度
の
特
別
支
援
児
童
生
徒
支
援
員
数
は

前
年
度
比
10
名
減
の
40
名
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、「
第

４
次
伊
万
里
市
障
害
者
計
画
」
で
は
、
特
別
支
援
児

童
生
徒
支
援
員
数
の
目
標
は
45
名
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

学
校
毎
に
チ
ー
ム
で
対
応
す
る
な
ど
の
工
夫
が
な
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
対
応
を
必
要
と
す
る
児
童
生
徒
数

は
増
加
傾
向
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
現
状
に
合
わ
せ
た

増
員
を
目
指
す
こ
と
。

 　

 

図
書
館
資
料
収
集
事
業

　

図
書
館
資
料
は
、
市
民
図
書
館
だ
け
で
は
な
く
、

学
校
図
書
館
へ
の
団
体
貸
出
の
ほ
か
、「
ぶ
っ
く
ん
」

が
巡
回
す
る
保
育
園
、
小
・
中
学
校
な
ど
で
も
活
用

さ
れ
て
い
ま
す
。
令
和
２
年
度
は
こ
れ
ま
で
に
な
く

予
算
が
削
減
さ
れ
た
上
、
12
月
議
会
で
の
補
正
と
な
っ

た
た
め
一
部
視
聴
覚
資
料
の
配
置
が
遅
れ
る
と
と
も

に
資
料
の
購
入
数
も
減
り
、
利
用
者
の
利
便
性
が
低

下
し
ま
し
た
。

　

全
国
学
力
テ
ス
ト
の
結
果
分
析
で
も
「
読
解
力
の

低
下
」
が
問
題
視
さ
れ
て
お
り
、
幼
児
期
か
ら
学
齢

期
の
読
書
や
調
べ
学
習
を
支
え
る
た
め
、
ま
た
、
家

読
を
推
進
す
る
た
め
に
も
、
資
料
費
は
十
分
に
確
保

す
る
こ
と
。

 　

 

散
弾
銃
射
撃
場
環
境
調
査
事
業

　

こ
れ
ま
で
行
わ
れ
て
き
た
年
２
回
の
水
質
検
査
に

加
え
、
令
和
２
年
度
は
深
度
別
の
土
壌
調
査
が
行
わ

れ
、
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
に
基
づ
く
取
り
組
み
が
動

き
始
め
て
い
ま
す
。

　

地
元
住
民
の
安
全
安
心
の
た
め
に
も
、
早
期
の
鉛

問
題
解
決
に
努
め
る
こ
と
。

　

関
連
記
事

　

Ｐ
３
特
集
「
散
弾
銃
射
撃
場
の
こ
れ
ま
で
」

お
知
ら
せ

常
任
委
員
会

特
別
委
員
会

決
算
審
査

一
般
質
問

789

10

第３回定例会　令和３年９月３日（金）～ 10月15日（金）

令和３年度一般会計予算　
                        　  13億3,867万4,000円

1,385万円　　　
296億9,158万4,000円

上程された議案は、すべて可決、認定および異議ない旨答申しました

　平成22年に発生した農村チャレンジキャンプ中の事故に係る裁判について、原告父親分の判決が確定
したことに伴う訴訟への補助参加に係る経費及び伊万里グリーン・ツーリズム推進協議会に対する補助
金を支出するため、また、台風14号により被害を受けた二里分団第３部の小型動力ポンプ積載車格納庫
の復旧に対する補助金を支出するため、10月15日に補正予算が追加上程されました。

９月補正額
１０月補正額
予 算 総 額
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お
知
ら
せ

常
任
委
員
会

特
別
委
員
会

決
算
審
査

一
般
質
問

◆市議会ホームページから一般質問の動画が視聴できます。「伊万里市議会」で検索。または、表紙のQRコードからご覧ください。

一　般　質　問（質問順）

議員名 質　問　事　項 議員名 質　問　事　項

１．新型コロナウイルスワクチン接種の現状
と今後の対応について

２．伊万里市の新たな交通アクセスの方向性
について

３．都市計画道路の課題について

１．移住・定住の進捗状況について
　⑴ 直近の状況はどう推移しているか
　⑵ 他市町の成功事例についてどう考えるか
　⑶ 当市の受け入れ体制と課題について
２．伊万里東部工業団地の企業誘致について
⑴ 進捗状況について
⑵ 受け入れ条件はあるのか、セールスポイ
ントは
⑶ 今後の対策について
３．子育て支援の取組について
　⑴ 出生率について
　⑵ 取り組み状況
　⑶ 子育て支援の充実について
４．投票率向上について
　⑴ 投票率について
　⑵ 期日前投票の現状
　⑶ 期日前投票所の設置箇所の考え方

１．西九州自動車道延伸に伴う伊万里市の観
光戦略

　⑴ 西九州自動車道の進捗状況
　⑵ 新たな観光戦略
２．市道里親制度の導入について
　⑴ 除草等の市道管理状況
　⑵ 里親制度について提言
３．大川・松浦保育園の民営化について
　⑴ 民営化の現状
　⑵ 今後の方向性

１．市の未来への投資
⑴ 株式会社ＳＵＭＣＯ増員を定住につなげ
るには
⑵ 西九州自動車道からの誘客
⑶ 伊万里市観光協会の強化
⑷ 稼げる農業への支援
⑸ 子どもの遊び場

笠原　義久

山口　常人

中山　光義

岩﨑　義弥

１．市民の安全・安心へ向けて
　⑴ 「交通安全施設要望」
　⑵ 原子力防災訓練
２．市民との協働へ向けて
　⑴ 「ごみ処理広域化基本計画」を受けて
　⑵ 会議録作成システム

１．市長立候補に伴う選挙運動について
２．伊万里市農業の「担い手」・「新規就農者
育成」について

　⑴ 農地中間管理機構関連農地整備事業
　⑵ 園芸 888 運動（胡瓜ハウス）
３．市民会館跡地と伊万里保育園候補地につ
いて

１．市道管理について
　⑴ 伊万里団地の経緯
　⑵ 団地内の市道管理の現状について
　⑶ 市道の災害状況について
２．教育施設の現状について
　⑴ 伊万里中学校校舎について
　⑵ 東山代小学校校舎について

１．一般廃棄物処理（ごみ処理）について
　⑴ 廃棄物処理の現状と課題
⑵ 今後の減量化及び資源化に向けての方針
２．外国人児童・生徒の就学について
　⑴ 国、県における現状及び対応
⑵ 市の現状及び就学支援対応（日本語指導
など）

　⑶ 就学するにあたっての課題及び対応
３．企業誘致について
　⑴ 企業誘致の状況
⑵ 浦ノ崎の埋立地の状況と今後の用途変更
につい て

　⑶ 誘致したＩＴ企業の活動状況と将来構想

１．たばこ税の活用について
　⑴ 市庁舎の屋外分煙に関する対応について
　⑵ たばこ税について
　⑶ たばこ税の一部活用について
２．交通情勢について
　⑴ 現状と課題

盛　　泰子

松尾　雅宏

前田　邦幸

井手　　勲

梶山　　太
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お
知
ら
せ

常
任
委
員
会

特
別
委
員
会

決
算
審
査

一
般
質
問

　
　
　

伊
万
里
市
に
は
作
付
け
さ
れ
て

い
る
水
田
が
１
３
０
０
ha
あ
り
、
高
齢

化
と
米
価
下
落
で
生
産
意
欲
が
低
下

し
、
農
地
を
貸
し
た
い
と
考
え
る
農
家

が
増
え
て
い
る
。
し
か
し
耕
作
条
件
が

悪
い
水
田
の
借
り
手
が
な
く
荒
廃
が
心

配
さ
れ
る
た
め
、
借
り
手
に
耕
作
条
件

を
整
備
し
て
貸
し
出
す
「
農
地
中
間
管

理
機
構
農
地
整
備
事
業
」
に
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
欲
し
い
。

　
　
　

建
設
農
林
水
産
部
長

　

要
望
が
あ
っ
た
事
業
は
、
長
浜
干
拓

で
取
り
組
ま
れ
て
お
り
、
瀬
戸
新
田
も

令
和
４
年
実
施
計
画
に
入
る
。
市
と
し

て
も
財
政
的
な
問
題
も
あ
る
が
、
伊
万

里
市
農
業
を
維
持
す
る
に
は
今
後
も
進

め
て
行
く
。

　
　
　

６
月
議
会
で
質
問
を
し
て
い
た

園
芸
８
８
８
運
動(

胡
瓜
ハ
ウ
ス)

の
上

乗
せ
は
ど
う
な
っ
た
の
か
。

　
　
　

市
長　

　

私
は
新
規
就
農
者
の
会
議
に
は
必
ず

参
加
し
て
い
る
。
質
問
の
新
規
就
農
者

質
問

答
弁

質
問

答
弁

上
乗
せ
予
算
に
つ
い
て
は
、
Ｊ
Ａ
組
合

長
と
共
に
若
い
就
農
者
の
意
思
も
確
認

し
た
。
こ
の
事
業
は
市
の
予
算
付
け
が

県
の
条
件
で
あ
り
、
頑
張
る
農
業
者
に

は
予
算
を
つ
け
る
。

　

又
そ
の
た
め
の
土
地
基
盤
整
備
事
業

も
、
４
年
度
実
施
す
る
た
め
進
め
て
い

る
。

 　
　
　

議
員
で
構
成
す
る
公
共
施
設
調

査
特
別
委
員
会
が
５
つ
の
市
民
団
体
と

意
見
交
換
を
さ
れ
た
。
様
々
な
意
見
が

出
さ
れ
て
い
る
が
、
市
民
に
と
っ
て
関

心
が
高
い
事
柄
。
早
々
に
執
行
部
も
検

討
委
員
会
を
立
ち
上
げ
る
べ
き
と
考
え

る
が
。

　
　
　

総
合
政
策
部
長

　

市
民
会
館
跡
地
に
は
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
を
含
め
４
つ
の
施
設
が
あ
り
、
更

に
伊
万
里
保
育
園
の
一
つ
の
候
補
地
で

も
あ
る
。特
別
委
員
会
の
提
言
を
頂
き
、

で
き
る
だ
け
早
く
具
体
的
方
向
を
示
す

た
め
の
検
討
委
員
会
を
年
度
内
に
設
置

す
る
。

質
問

答
弁

松
尾
　
雅
宏

伊
万
里
市
農
業
の
「
担
い

手
」・「
新
規
就
農
者
」
育

成
に
つ
い
て

　　
　
　

毎
年
13
地
区
の
交
通
対
策
協
議

会
か
ら
市
に
対
し
て
交
通
安
全
施
設
整

備
の
要
望
が
出
さ
れ
る
が
、
ど
の
よ
う

に
対
応
し
て
い
る
か
。

　
　
　

建
設
農
林
水
産
部
長

　

そ
れ
ぞ
れ
の
関
連
部
署
に
振
り
分
け

た
上
で
、
市
道
に
関
連
す
る
箇
所
に
つ

い
て
は
全
て
把
握
し
て
お
り
、
特
に
通

学
路
に
つ
い
て
は
関
係
者
と
共
に
現
地

調
査
を
行
っ
て
対
応
し
て
い
る
。

　
　
　

立
花
地
区
の
富
士
町
区
か
ら
２

年
連
続
で
出
さ
れ
て
い
る
市
道
４
号
線

の
Ｔ
字
路
付
近
の
横
断
歩
道
移
転
は
、

警
察
か
ら
「
積
極
的
に
実
施
し
た
い
が

（
途
切
れ
て
い
る
）
歩
道
の
整
備
が
前

提
」
と
の
回
答
だ
っ
た
。
現
在
の
位
置

で
は
大
変
危
険
な
た
め
移
動
す
べ
き
。

悲
し
い
事
故
が
起
き
る
前
に
改
良
を
。

　
　
　

①
建
設
農
林
水
産
部
長
、
②
市

長
　

①
危
険
性
は
認
識
し
て
お
り
、今
後
、

予
算
措
置
を
行
っ
て
対
応
し
た
い
。
②

今
回
の
箇
所
は
新
し
い
住
宅
が
増
え
、

質
問

答
弁

質
問

答
弁

通
行
量
も
か
な
り
増
加
し
て
い
る
。
必

要
な
経
費
は
予
算
計
上
し
対
応
を
し
て

い
く
。千
葉
県
八
街
市
な
ど
の
事
故
後
、

市
内
一
円
の
通
学
路
点
検
を
行
っ
て
い

る
。対
応
が
可
能
な
場
所
に
つ
い
て
は
、

入
学
式
ま
で
に
間
に
合
わ
せ
た
い
。

　
　
　

　

ご
み
分
別
の
課
題

　
　
　

ご
み
は
佐
賀
県
西
部
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
で
★
４
市
５
町
に
よ
る
共
同

処
理
を
行
っ
て
い
る
が
、
昨
年
度
策
定

さ
れ
た「
ご
み
処
理
広
域
化
基
本
計
画
」

で
は
分
別
方
法
の
統
一
へ
向
け
て
の
課

題
が
あ
る
。
ど
う
進
め
て
い
く
の
か
。

　
　
　

市
民
生
活
部
長

　

排
出
抑
制
や
資
源
化
が
大
き
な
課
題

で
あ
り
、
分
別
区
分
の
統
一
化
と
プ
ラ

ス
テ
ィ
ッ
ク
ご
み
の
再
資
源
化
が
大
き

な
課
題
。
ご
み
対
策
協
議
会
な
ど
市
民

も
交
え
た
場
で
協
議
し
て
い
く
。

（
紙
面
の
都
合
で
２
問
省
略
）

質
問

答
弁

盛
　
　
泰
子

安
全
な
通
学
路
に

 

一　般　質　問（質問順）

議員名 質　問　事　項 議員名 質　問　事　項

１．新型コロナウイルスワクチン接種の現状
と今後の対応について

２．伊万里市の新たな交通アクセスの方向性
について

３．都市計画道路の課題について

１．移住・定住の進捗状況について
　⑴ 直近の状況はどう推移しているか
　⑵ 他市町の成功事例についてどう考えるか
　⑶ 当市の受け入れ体制と課題について
２．伊万里東部工業団地の企業誘致について
⑴ 進捗状況について
⑵ 受け入れ条件はあるのか、セールスポイ
ントは
⑶ 今後の対策について
３．子育て支援の取組について
　⑴ 出生率について
　⑵ 取り組み状況
　⑶ 子育て支援の充実について
４．投票率向上について
　⑴ 投票率について
　⑵ 期日前投票の現状
　⑶ 期日前投票所の設置箇所の考え方

１．西九州自動車道延伸に伴う伊万里市の観
光戦略

　⑴ 西九州自動車道の進捗状況
　⑵ 新たな観光戦略
２．市道里親制度の導入について
　⑴ 除草等の市道管理状況
　⑵ 里親制度について提言
３．大川・松浦保育園の民営化について
　⑴ 民営化の現状
　⑵ 今後の方向性

１．市の未来への投資
⑴ 株式会社ＳＵＭＣＯ増員を定住につなげ
るには
⑵ 西九州自動車道からの誘客
⑶ 伊万里市観光協会の強化
⑷ 稼げる農業への支援
⑸ 子どもの遊び場

笠原　義久

山口　常人

中山　光義

岩﨑　義弥

１．市民の安全・安心へ向けて
　⑴ 「交通安全施設要望」
　⑵ 原子力防災訓練
２．市民との協働へ向けて
　⑴ 「ごみ処理広域化基本計画」を受けて
　⑵ 会議録作成システム

１．市長立候補に伴う選挙運動について
２．伊万里市農業の「担い手」・「新規就農者
育成」について

　⑴ 農地中間管理機構関連農地整備事業
　⑵ 園芸 888 運動（胡瓜ハウス）
３．市民会館跡地と伊万里保育園候補地につ
いて

１．市道管理について
　⑴ 伊万里団地の経緯
　⑵ 団地内の市道管理の現状について
　⑶ 市道の災害状況について
２．教育施設の現状について
　⑴ 伊万里中学校校舎について
　⑵ 東山代小学校校舎について

１．一般廃棄物処理（ごみ処理）について
　⑴ 廃棄物処理の現状と課題
⑵ 今後の減量化及び資源化に向けての方針
２．外国人児童・生徒の就学について
　⑴ 国、県における現状及び対応
⑵ 市の現状及び就学支援対応（日本語指導
など）

　⑶ 就学するにあたっての課題及び対応
３．企業誘致について
　⑴ 企業誘致の状況
⑵ 浦ノ崎の埋立地の状況と今後の用途変更
につい て

　⑶ 誘致したＩＴ企業の活動状況と将来構想

１．たばこ税の活用について
　⑴ 市庁舎の屋外分煙に関する対応について
　⑵ たばこ税について
　⑶ たばこ税の一部活用について
２．交通情勢について
　⑴ 現状と課題

盛　　泰子

松尾　雅宏

前田　邦幸

井手　　勲

梶山　　太

 

★4市5町：伊万里市、武雄市、嬉野市、鹿島市、有田町、江北町、大町町、白石町、太良町

 

市
民
会
館
跡
地
と
伊
万
里

  

保
育
園
候
補
地
に
つ
い
て
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お
知
ら
せ

常
任
委
員
会

特
別
委
員
会

決
算
審
査

一
般
質
問

　
　
　

①
伊
万
里
市
の
家
庭
か
ら
の
一

般
廃
棄
物
の
排
出
量
の
推
移
は
。
②
さ

が
西
部
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
処
理
を

始
め
た
平
成
２８
年
度
以
降
、
最
終
処
分

量
が
大
き
く
減
少
し
た
要
因
は
。

　
　
　

市
民
生
活
部
長

　

①
令
和
元
年
度
、
１
１
４
１
２
ｔ
、

令
和
２
年
度
１
１
４
６
９
ｔ
で
、
緩
や

か
な
増
加
傾
向
で
あ
る
。
②
平
成
26
年

度
は
２
１
８
０
ｔ
、
平
成
28
年
度
は
３

９
３
ｔ
と
激
減
し
て
い
る
。
要
因
は
、

ご
み
処
理
が
ス
ト
ー
カ
方
式
か
ら
ガ
ス

化
溶
融
方
式
に
変
わ
っ
て
焼
却
灰
の
発

生
を
抑
制
し
て
い
る
為
。

　

外
国
人
児
童･

生
徒
の

　

就
学
に
つ
い
て

　
　
　

①
外
国
人
児
童
・
生
徒
へ
の
就

学
に
つ
い
て
、
国
県
の
支
援
制
度
は
。

②
市
に
お
け
る
現
状
及
び
支
援
体
制

(

日
本
語
指
導
な
ど)

ま
た
課
題
及
び
対

応
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　

①
教
育
部
長
、
②
教
育
長

質
問

答
弁

質
問

答
弁

　

①
就
学
を
望
む
者
の
無
償
受
入
制

度
、
教
科
書
の
無
償
給
与
、
日
本
語
指

導
の
実
施
な
ど
が
あ
る
。
②
日
本
語
指

導
を
必
要
と
す
る
児
童
生
徒
は
、
５
校

８
名
い
る
。
県
よ
り
翻
訳
機
や
日
本
語

指
導
担
当
教
員
な
ど
２
名
、
市
よ
り
生

徒
支
援
員
２
名
が
授
業
や
学
校
生
活
を

支
援
し
て
い
る
。
課
題
と
し
て
、
編
入

前
後
、
短
期
間
で
の
支
援
体
制
の
構
築

や
学
習
歴
の
違
い
、
文
化
や
生
活
様
式

の
違
い
な
ど
が
あ
る
が
教
職
員
一
丸
と

な
っ
て
共
通
理
解
を
図
り
対
応
し
て
い

く
。

　

企
業
誘
致
に
つ
い
て

　
　
　

誘
致
し
た
Ｉ
Ｔ
企
業
の
活
動
状

況
と
将
来
構
想
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　

市
長

　

本
年
７
月
に
バ
ン
リ
ビ
ル
に
進
出
し

た
企
業
を
中
心
と
し
て
「
伊
万
里
Ｄ
Ｉ

Ａ
」
が
組
織
さ
れ
、
伊
万
里
商
工
会
議

所
と
の
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
交
流
会

な
ど
で
率
直
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
て

い
る
。
誘
致
し
た
Ｉ
Ｔ
関
連
企
業
を
中

心
と
し
て
行
政
と
民
間
が
共
に
役
割
を

果
た
し
、
協
働
し
て
未
来
の
伊
万
里
を

創
造
す
る
取
組
み
が
ス
タ
ー
ト
す
る
な

ど
、
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
に
入
っ
た
と
考

え
て
い
る
。

質
問

答
弁

井
手
　
　
勲

一
般
廃
棄
物
処
理

（
ご
み
処
理
）に
つ
い
て

　
　
　

伊
万
里
団
地
内
の
市
道
管
理
の

現
状
に
つ
い
て
。

　
　
　

建
設
農
林
水
産
部
長

　

団
地
内
の
市
道
は
他
の
市
道
と
同
様

に
管
理
を
し
て
お
り
、
特
別
な
管
理
は

し
て
い
な
い
。
他
の
市
道
と
同
様
に
市

の
補
修
班
が
路
面
の
補
修
や
草
刈
り
を

し
て
い
る
。
市
民
や
行
政
区
か
ら
の
通

報
に
は
、
適
宜
対
応
し
て
い
る
。

　
　
　

伊
万
里
団
地
内
の
中
央
に
あ
る

交
差
点
で
事
故
が
多
発
し
て
い
る
。
信

号
機
を
設
置
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　

建
設
農
林
水
産
部
長

　

団
地
内
の
市
道
12
号
線
と
１
号
線
の

交
差
点
に
信
号
機
を
と
の
提
案
だ
が
、

信
号
機
の
設
置
は
警
察
の
所
管
で
、
多

く
の
要
望
が
あ
が
っ
て
い
る
。
ま
ず

は
、
１
号
線
の
一
時
停
止
線
前
の
消
え

か
か
っ
て
い
る
「
と
ま
れ
」
の
文
字
を

書
き
直
し
、事
故
防
止
に
努
め
て
い
く
。

　
　
　

５
月
の
災
害
で
路
肩
が
崩
れ
た

楠
久
市
道
２
号
線
の
復
旧
が
遅
れ
て
い

る
の
は
な
ぜ
か
。

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

　
　
　

建
設
農
林
水
産
部
長

　

今
年
は
二
度
の
大
雨
で
、
１
２
０
件

の
災
害
が
あ
り
、
測
量
設
計
、
申
請
に

日
数
が
か
か
り
、
入
札
に
至
っ
て
い
な

い
状
況
だ
が
、
査
定
が
終
わ
り
次
第
、

楠
久
２
号
線
に
つ
い
て
は
速
や
か
に
発

注
し
た
い
。

 

教
育
施
設
の
現
状
に
つ
い
て

　
　
　

伊
万
里
中
学
校
の
体
育
館
の
改

修
計
画
が
あ
る
が
、
ス
テ
ー
ジ
の
下
を

折
り
た
た
み
椅
子
等
の
収
納
ス
ペ
ー
ス

に
と
学
校
側
の
要
望
が
あ
っ
た
と
聞
い

て
い
る
が
、
ど
う
な
る
の
か
。

　
　
　

教
育
部
長

　

多
額
の
経
費
を
要
す
る
事
か
ら
、
限

ら
れ
た
財
源
で
計
画
を
進
め
て
い
る
。

伊
万
里
中
学
校
の
体
育
館
に
つ
い
て

は
、
使
用
に
支
障
を
き
た
し
て
い
る
床

の
全
面
改
修
の
み
を
行
う
。
老
朽
化
が

著
し
い
倉
庫
部
分
は
解
体
す
る
。

　
　
　

東
山
代
小
学
校
校
舎
の
改
築
ま

で
数
年
か
か
り
、
老
朽
化
が
著
し
い
が

そ
の
ま
ま
で
子
ど
も
た
ち
の
安
全
安
心

が
保
て
る
の
か
。

　
　
　

教
育
部
長

　

現
状
に
つ
い
て
は
、
十
分
に
認
識
を

し
て
い
る
の
で
、
今
後
も
日
頃
の
点
検

や
学
校
側
と
情
報
共
有
し
、
子
ど
も
た

ち
の
安
全
安
心
を
大
事
に
考
え
、
適
切

な
維
持
管
理
に
努
め
て
い
き
た
い
。

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

前
田
　
邦
幸

市
道
管
理
に
つ
い
て
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お
知
ら
せ

常
任
委
員
会

特
別
委
員
会

決
算
審
査

一
般
質
問

　
　
　

健
康
増
進
法
の
改
正
を
受
け
て

市
庁
舎
に
お
い
て
の
対
応
は
ど
の
よ
う

に
行
わ
れ
た
の
か
。

　
　
　

総
合
政
策
部
長

　

令
和
元
年
７
月
に
健
康
増
進
法
の
一

部
改
正
が
施
行
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に

よ
り
、
受
動
喫
煙
の
防
止
を
講
じ
る
こ

と
が
必
要
と
な
っ
た
。
行
政
機
関
の
庁

舎
に
お
い
て
は
、
第
１
種
施
設
に
規
定

さ
れ
て
い
る
。
本
市
も
３
つ
の
条
件
を

考
慮
し
、
市
庁
舎
で
は
、
屋
外
喫
煙
所

を
２
か
所
に
限
定
し
対
応
し
て
い
る
。

　
　
　

令
和
２
年
度
決
算
額
で
４
億
８

千
万
円
を
超
え
る
税
収
が
あ
る
た
ば
こ

税
の
一
部
を
用
い
、
庁
舎
内
屋
外
喫
煙

施
設
の
充
実
を
考
え
て
は
ど
う
か
。

　
　
　

総
合
政
策
部
長

　

た
ば
こ
税
は
、
本
市
に
と
っ
て
も
貴

重
な
財
源
で
あ
る
こ
と
は
理
解
し
て
い

る
。
提
案
は
理
解
す
る
が
、
現
時
点
で

屋
外
喫
煙
所
の
充
実
は
考
え
て
い
な

い
。
現
状
の
ま
ま
で
の
利
用
を
お
願
い

し
た
い
。

質
問

答
弁

質
問

答
弁

　

佐
賀
県
及
び

　

伊
万
里
市
の
交
通
情
勢

　
　
　

佐
賀
県
は
人
口
10
万
人
当
た
り

の
人
身
事
故
発
生
件
数
が
、
全
国
で
も

高
い
（
悪
い
）
数
字
で
あ
る
こ
と
を
承

知
し
て
い
る
。
令
和
２
年
の
状
況
は
。

　
　
　

総
務
部
長

　

昨
年
の
佐
賀
県
に
お
け
る
人
身
事
故

発
生
件
数
は
、
４
６
１
件
。
全
国
で
４

番
目
と
な
っ
て
い
る
。
人
身
事
故
発
生

が
悪
い
都
道
府
県
の
順
番
は
静
岡
県
、

宮
崎
県
、
群
馬
県
、
佐
賀
県
（
ワ
ー
ス

ト
４
位
）、
福
岡
県
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　

令
和
２
年
の
全
国
交
通
事
故
発

生
件
数
は
、３
０
９
，１
７
８
件
と
な
っ

て
い
る
。
佐
賀
県
も
数
字
の
改
善
は
み

ら
れ
る
も
の
の
、
現
在
も
不
名
誉
な
状

況
と
な
っ
て
い
る
。交
通
事
故
の
な
い
、

安
全
安
心
な
ま
ち
「
伊
万
里
」
に
向
け

て
の
取
り
組
み
を
お
尋
ね
し
た
い
。

　
　
　

市
長

　

交
通
安
全
に
取
り
組
ん
で
い
る
各
種

の
団
体
等
の
協
力
に
よ
り
、
市
内
の
人

身
事
故
の
抑
制
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と

思
っ
て
い
る
。
現
在
は
「
第
11
次
伊
万

里
市
交
通
安
全
計
画
」
の
策
定
に
取
り

組
ん
で
お
り
、
年
内
で
の
策
定
を
予
定

し
て
い
る
。
ま
た
、
道
路
交
通
環
境
の

充
実
や
、
子
ど
も
や
高
齢
者
を
対
象
と

し
た
交
通
安
全
教
室
を
開
催
し
、
今
後

も
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

質
問

答
弁

質
問

答
弁

梶
山
　
　
太

た
ば
こ
税
の
活
用
を

考
え
る

　
　
　
　
　

　
　
　

市
は
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
に

ど
の
様
な
対
策
を
と
っ
て
い
る
か
。

　
　
　

健
康
福
祉
部
長

　

医
師
会
や
医
療
機
関
の
協
力
を
得

て
、
市
広
報
や
報
道
関
係
の
紙
面
を
借

り
て
接
種
の
呼
び
か
け
を
徹
底
し
た
。

一
回
目
88
％
、
二
回
目
87
％
と
高
い
接

種
率
を
確
保
し
、
市
民
の
移
動
手
段
を

確
保
す
る
為
、
タ
ク
シ
ー
券
の
発
行
や

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

の
無
料
化
を
実
施
し
、
接
種
率
ア
ッ
プ

に
繋
が
っ
た
と
考
え
て
い
る
。
40
日
以

上
市
内
感
染
者
は
発
生
し
て
い
な
い

が
、
三
回
目
接
種
を
確
実
に
す
る
為
、

今
ま
で
の
実
績
を
生
か
し
万
全
の
対
策

を
と
っ
て
い
く
。

　
　
　

40
才
以
下
の
若
年
層
の
接
種
率

が
低
く
、
今
後
の
課
題
と
考
え
る
が
。

　
　
　

健
康
福
祉
部
長

　

未
接
種
者
に
は
チ
ラ
シ
配
布
や
ケ
ー

ブ
ル
テ
レ
ビ
等
で
呼
び
か
け
て
い
る
。

強
制
で
は
な
い
の
で
注
意
し
な
が
ら
呼

び
か
け
る
。
ご
提
案
の
は
が
き
発
送
に

質
問

答
弁

質
問

答
弁

つ
い
て
は
検
討
し
た
い
。

　

伊
万
里
市
の
新
た
な

　

ア
ク
セ
ス
の
必
要
性

　
　
　

令
和
４
年
新
幹
線
長
崎
ル
ー
ト

の
暫
定
開
業
に
伴
い
、
人
の
流
れ
を
呼

び
込
む
為
に
松
浦
鉄
道
の
武
雄
駅
乗
り

入
れ
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

　
　
　

市
民
生
活
部
長

　

物
理
的
に
は
可
能
で
あ
る
。
し
か
し

安
全
対
策
に
採
用
し
て
い
る
Ａ
Ｔ
Ｓ

（
信
号
や
路
線
の
状
況
を
自
動
的
に
制

御
す
る
装
置
）
が
必
要
で
、
松
浦
鉄
道

も
同
じ
で
２
～
４
億
の
予
算
が
必
要
。

Ｊ
Ｒ
か
ら
松
浦
鉄
道
に
乗
り
入
れ
る
に

は
単
線
の
為
、
離
合
の
軌
道
が
確
保
出

来
ず
技
術
的
な
難
し
さ
も
あ
る
。
今
後

Ｊ
Ｒ
、
松
浦
鉄
道
、
沿
線
自
治
体
協
議

会
で
話
し
合
う
余
地
は
あ
る
と
思
う
。

　
　
　

県
内
の
９
市
の
中
で
県
都
佐
賀

市
へ
の
直
通
の
交
通
ア
ク
セ
ス
が
な
い

の
は
伊
万
里
市
だ
け
で
あ
る
。
佐
賀
市

へ
と
延
長
線
上
の
佐
賀
空
港
ま
で
の
バ

ス
路
線
が
必
至
と
考
え
ら
れ
る
が
。

　
　
　

市
民
生
活
部
長

　

現
在
佐
賀
市
へ
の
ル
ー
ト
は
乗
り
継

ぎ
で
３
路
線
が
あ
る
。
民
間
バ
ス
会
社

は
自
治
体
か
ら
の
補
助
が
あ
っ
て
も
、

路
線
の
新
設
は
大
変
難
し
い
と
判
断
し

て
い
る
。
空
港
線
に
つ
い
て
は
、
県
を

交
え
な
が
ら
沿
線
自
治
体
で
協
議
を
す

る
必
要
は
あ
る
。

質
問

答
弁

質
問

答
弁

笠
原
　
義
久

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
現
状

と
対
応
に
つ
い
て

　

①
就
学
を
望
む
者
の
無
償
受
入
制

度
、
教
科
書
の
無
償
給
与
、
日
本
語
指

導
の
実
施
な
ど
が
あ
る
。
②
日
本
語
指

導
を
必
要
と
す
る
児
童
生
徒
は
、
５
校

８
名
い
る
。
県
よ
り
翻
訳
機
や
日
本
語

指
導
担
当
教
員
な
ど
２
名
、
市
よ
り
生

徒
支
援
員
２
名
が
授
業
や
学
校
生
活
を

支
援
し
て
い
る
。
課
題
と
し
て
、
編
入

前
後
、
短
期
間
で
の
支
援
体
制
の
構
築

や
学
習
歴
の
違
い
、
文
化
や
生
活
様
式

の
違
い
な
ど
が
あ
る
が
教
職
員
一
丸
と

な
っ
て
共
通
理
解
を
図
り
対
応
し
て
い

く
。

　

企
業
誘
致
に
つ
い
て

　
　
　

誘
致
し
た
Ｉ
Ｔ
企
業
の
活
動
状

況
と
将
来
構
想
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　

市
長

　

本
年
７
月
に
バ
ン
リ
ビ
ル
に
進
出
し

た
企
業
を
中
心
と
し
て
「
伊
万
里
Ｄ
Ｉ

Ａ
」
が
組
織
さ
れ
、
伊
万
里
商
工
会
議

所
と
の
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
交
流
会

な
ど
で
率
直
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
て

い
る
。
誘
致
し
た
Ｉ
Ｔ
関
連
企
業
を
中

心
と
し
て
行
政
と
民
間
が
共
に
役
割
を

果
た
し
、
協
働
し
て
未
来
の
伊
万
里
を

創
造
す
る
取
組
み
が
ス
タ
ー
ト
す
る
な

ど
、
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
に
入
っ
た
と
考

え
て
い
る
。

質
問

答
弁

　
　
　

建
設
農
林
水
産
部
長

　

今
年
は
二
度
の
大
雨
で
、
１
２
０
件

の
災
害
が
あ
り
、
測
量
設
計
、
申
請
に

日
数
が
か
か
り
、
入
札
に
至
っ
て
い
な

い
状
況
だ
が
、
査
定
が
終
わ
り
次
第
、

楠
久
２
号
線
に
つ
い
て
は
速
や
か
に
発

注
し
た
い
。

 

教
育
施
設
の
現
状
に
つ
い
て

　
　
　

伊
万
里
中
学
校
の
体
育
館
の
改

修
計
画
が
あ
る
が
、
ス
テ
ー
ジ
の
下
を

折
り
た
た
み
椅
子
等
の
収
納
ス
ペ
ー
ス

に
と
学
校
側
の
要
望
が
あ
っ
た
と
聞
い

て
い
る
が
、
ど
う
な
る
の
か
。

　
　
　

教
育
部
長

　

多
額
の
経
費
を
要
す
る
事
か
ら
、
限

ら
れ
た
財
源
で
計
画
を
進
め
て
い
る
。

伊
万
里
中
学
校
の
体
育
館
に
つ
い
て

は
、
使
用
に
支
障
を
き
た
し
て
い
る
床

の
全
面
改
修
の
み
を
行
う
。
老
朽
化
が

著
し
い
倉
庫
部
分
は
解
体
す
る
。

　
　
　

東
山
代
小
学
校
校
舎
の
改
築
ま

で
数
年
か
か
り
、
老
朽
化
が
著
し
い
が

そ
の
ま
ま
で
子
ど
も
た
ち
の
安
全
安
心

が
保
て
る
の
か
。

　
　
　

教
育
部
長

　

現
状
に
つ
い
て
は
、
十
分
に
認
識
を

し
て
い
る
の
で
、
今
後
も
日
頃
の
点
検

や
学
校
側
と
情
報
共
有
し
、
子
ど
も
た

ち
の
安
全
安
心
を
大
事
に
考
え
、
適
切

な
維
持
管
理
に
努
め
て
い
き
た
い
。

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁
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質
問　

現
在
の
進
捗
状
況
は
。

　
　
　

建
設
農
林
水
産
部
長

　

供
用
開
始
さ
れ
て
い
る
伊
万
里
東
府

招
イ
ン
タ
ー
か
ら
仮
称
伊
万
里
西
イ
ン

タ
ー
ま
で
の
伊
万
里
道
路
約
６
・
６
㎞

に
つ
い
て
は
事
業
進
捗
率
37
％
、
用
地

進
捗
率
９2
％
で
工
事
は
着
々
と
進
め
ら

れ
て
い
る
が
開
通
時
期
は
未
定
で
あ
る
。

質
問　

新
た
な
観
光
戦
略
は
。

　
　
　

総
合
政
策
部
長

　

観
光
協
会
と
緊
密
な
連
携
を
図
り
な

が
ら
新
し
い
旅
行
商
品
化
に
取
り
組
む

な
ど
、
誘
客
の
促
進
を
図
っ
て
い
き
た

い
。

質
問　

市
長
の
観
光
戦
略
に
つ
い
て
。

　
　
　

市
長

　

西
九
州
自
動
車
道
の
開
通
に
よ
り
福

岡
か
ら
一
時
間
で
伊
万
里
に
来
る
こ
と

が
で
き
る
。

　

こ
れ
を
活
か
し
た
観
光
、
ま
た
、
関

係
人
口
を
増
や
し
外
部
の
若
い
人
の
力

を
取
り
入
れ
、
そ
れ
を
活
か
し
た
観
光

に
取
り
組
み
た
い
。

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

　

大
川
・
松
浦
保
育
園
の

　

民
営
化
に
つ
い
て

質
問　

園
児
の
推
移
予
想
は
。

　
　
　

健
康
福
祉
部
長

　

大
川
保
育
園
、
令
和
３
年
43
名
、
令

和
８
年
の
見
込
み
で
2９
・
４
名
。
松
浦

保
育
園
令
和
３
年
60
名
、
令
和
８
年

45
・
３
名
と
予
想
し
て
い
る
。

質
問　

統
合
す
れ
ば
受
け
手
は
あ
る
か
。

　
　
　

健
康
福
祉
部
長

　

二
つ
の
法
人
か
ら
、
単
独
で
は
難
し

い
が
、
市
が
統
合
の
道
筋
を
つ
け
れ
ば

安
定
経
営
が
で
き
る
と
話
が
あ
っ
て
い

る
。
ま
た
、
他
の
法
人
も
手
を
挙
げ
る

と
こ
ろ
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

質
問　

統
合
・
民
営
化
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
は
。

　
　
　

健
康
福
祉
部
長

　

令
和
４
年
度
上
半
期
ま
で
統
合
検
討

委
員
会
で
協
議
、
下
期
で
公
募
。
５
年

度
か
ら
設
計
、
建
設
。
７
年
度
民
営
化

す
る
考
え
で
あ
る
。

質
問　

民
営
化
に
つ
い
て
市
長
の
考
え
。

　
　
　

市
長

　

全
国
で
も
珍
し
い
保
育
園
か
ら
小
中

学
校
を
核
と
す
る
新
し
い
ま
ち
づ
く
り

と
し
て
考
え
て
い
る
。

　

勿
論
、
市
道
等
の
周
辺
整
備
と
併
せ

て
、
公
園
整
備
も
考
え
て
い
き
た
い
。

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

中
山
　
光
義

西
九
州
自
動
車
道
延
伸

に
伴
う
伊
万
里
市
の

観
光
戦
略
は

お
知
ら
せ

常
任
委
員
会

特
別
委
員
会

決
算
審
査

一
般
質
問

質
問　

直
近
の
状
況
は
ど
う
か
。

　
　
　

総
合
政
策
部
長

　

様
々
な
取
り
組
み
に
よ
り
、
平
成
30

年
度
26
世
帯
85
名
、
令
和
元
年
度
７
世

帯
26
名
、
令
和
２
年
度
11
世
帯
42
名
と

な
っ
て
い
る
。

質
問　

受
け
入
れ
体
制
と
課
題
は
。

　
　
　

市
長

　

伊
万
里
暮
ら
し
の
良
さ
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や

オ
ン
ラ
イ
ン
等
で
積
極
的
に
発
信
し
、

移
住
者
増
に
繋
げ
た
い
。
併
せ
て
人
口

減
少
化
の
中
で
の
地
域
の
活
性
化
に
、

所
轄
部
署
の
連
携
強
化
を
計
り
、
施
策

事
業
を
調
査
研
究
し
取
り
組
ん
で
行
く
。

  

伊
万
里
東
部
工
業
団
地
の

  

企
業
誘
致

質
問　

進
捗
状
況
が
見
え
な
い
。
取
り

組
み
状
況
を
示
し
て
ほ
し
い
。

　
　
　

総
合
政
策
部
長

　

様
々
な
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
利
用
し
て
営

業
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。
物
流
関
係

企
業
、
輸
送
用
機
械
部
品
製
造
企
業
や

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

一
般
機
械
製
造
企
業
等
の
引
き
合
い
が

あ
っ
た
経
緯
が
あ
る
。

質
問　

早
期
に
誘
致
を
実
現
す
る
事
が

重
要
。
そ
の
対
策
と
目
途
は
ど
う
か
。

　
　
　

市
長

　

レ
デ
ィ
メ
イ
ド
型
の
特
性
を
活
か

し
、
雇
用
、
用
水
、
電
力
等
、
付
加
価

値
を
付
け
る
事
に
よ
り
あ
ら
ゆ
る
可
能

性
を
探
り
な
が
ら
検
討
し
て
、
３
年
以

内
を
目
標
に
掲
げ
成
功
さ
せ
た
い
。

　

子
育
て
支
援
の
取
組
み

質
問　

合
計
特
殊
出
生
率
と
は
。

　
　
　

健
康
福
祉
部
長

　

夫
婦
の
間
に
２
人
の
子
ど
も
が
生
ま

れ
た
ら
２
・
０
、
地
域
の
人
口
を
保
つ

水
準
、
概
ね
２
・
07
の
数
値
が
必
要
。

質
問　

子
育
て
支
援
の
充
実
を
。

　
　
　

市
長

　

子
育
て
支
援
施
策
は
重
要
で
あ
り
、

世
代
が
求
め
る
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
反

映
、
今
後
も
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　
投
票
率
の
向
上
に
つ
い
て

　
質
問　

期
日
前
投
票
所
を
増
や
す
考
え

は
あ
る
か
。

　
　
　

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
長

　

確
か
に
投
票
率
は
上
が
る
と
思
う

が
、
費
用
対
効
果
が
ど
う
か
慎
重
に
検

討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

山
口
　
常
人

移
住
・
定
住
の

進
捗
状
況
に
つ
い
て
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お
知
ら
せ

常
任
委
員
会

特
別
委
員
会

決
算
審
査

一
般
質
問

質
問　

㈱
Ｓ
Ｕ
Ｍ
Ｃ
Ｏ
の
大
型
設
備
投

資
お
よ
び
増
員
へ
の
市
の
対
応
は
。
交

通
渋
滞
や
住
宅
対
策
で
通
勤
し
や
す
い

分
譲
地
を
市
が
開
発
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
　

総
合
政
策
部
長

　

市
で
企
業
活
動
支
援
チ
ー
ム
を
結
成

し
横
断
的
・
包
括
的
支
援
に
あ
た
る
。

質
問　

西
九
州
道
か
ら
降
ろ
す
に
は
ト

イ
レ
の
整
備
が
必
要
だ
と
思
う
が
。

　
　
　

建
設
農
林
水
産
部
長

　

道
の
駅
は
白
紙
と
な
っ
て
い
る
。
ま

た
ト
イ
レ
設
置
は
考
え
て
い
な
い
。

質
問　

観
光
協
会
へ
の
今
後
の
支
援
。

　
　
　

総
合
政
策
部
長

　

早
田
新
会
長
の
観
光
振
興
へ
の
熱
い

想
い
、
市
と
し
て
も
理
想
と
す
る
と
こ

ろ
で
あ
り
、
今
ま
さ
に
変
革
の
時
期
を

迎
え
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。
令
和

４
年
度
か
ら
旅
行
商
品
を
取
り
扱
う
こ

と
で
強
固
な
稼
ぐ
体
制
へ
の
準
備
中
。

あ
る
程
度
の
財
政
支
出
も
伴
う
こ
と
に

な
る
と
思
う
が
、
観
光
協
会
の
将
来
を

見
据
え
て
、
持
続
可
能
で
自
走
で
き
る

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

よ
う
、
後
押
し
を
し
た
い
。

質
問　

嬉
野
市
で
は
Ｊ
Ａ
と
協
力
し
て

就
農
者
の
初
期
投
資
負
担
が
軽
い
稼
げ

る
園
芸
ハ
ウ
ス
団
地
が
整
備
さ
れ
た

が
、伊
万
里
市
で
も
整
備
で
き
な
い
か
。

　
　
　

建
設
農
林
水
産
部
長

　

嬉
野
市
の
事
例
は
参
考
に
な
る
が
、

基
盤
整
備
だ
け
で
市
の
負
担
が
30
％
と

財
政
負
担
が
大
き
く
、
現
時
点
で
は
考

え
て
い
な
い
。
や
る
気
の
あ
る
就
農
者

へ
の
支
援
は
強
化
を
し
て
い
る
。
国
の

補
助
事
業
を
活
用
し
た
ハ
ウ
ス
の
建
設

に
は
上
乗
せ
支
援
を
す
る
方
向
。

質
問　

現
在
、
使
用
禁
止
と
な
っ
て
い

る
公
園
の
遊
具
が
多
い
が
、
平
均
的
に

整
備
・
維
持
管
理
す
る
の
で
は
な
く
、

市
街
地
か
ら
近
く
、
遊
具
が
充
実
し
、

ト
イ
レ
や
駐
車
場
も
整
備
さ
れ
た
中
規

模
の
公
園
に
集
約
で
き
な
い
か
。

　
　
　

市
長

　

集
約
す
る
形
で
の
再
配
置
が
必
要
と

考
え
て
い
る
の
で
、
市
内
に
４
～
５
箇

所
、
基
幹
的
な
公
園
を
作
り
、
遊
具
を

設
置
し
て
い
き
た
い
。

質
問　

夏
冬
雨
の
日
は
室
内
で
の
遊
び

場
も
求
め
ら
れ
て
い
る
。
市
民
会
館
跡

地
に
は「
ぽ
っ
ぽ
」を
充
実
・
拡
大
さ
せ
、

室
内
こ
ど
も
遊
園
地
の
実
現
を
。　

　
　
　

総
合
政
策
部
長

　

跡
地
に
は
周
辺
施
設
を
複
合
化
し
、

多
世
代
交
流
施
設
に
す
る
と
い
う
考
え

方
も
あ
る
の
で
、
提
案
と
し
て
承
る
。

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

岩
﨑
　
義
弥

未
来
へ
の
投
資
、

市
の
考
え
を
聞
く

　

市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
輝
か
し
い
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
最
初
の
「
議
会
だ
よ
り
」
を
発
行
し
ま
し
た
。
本
年
も
市
民
の
皆
様

が
「
早
く
次
号
を
見
た
い
、
読
み
た
い
。」
と
言
っ
て
頂
け
る
よ
う
な
内
容
の

濃
い
議
会
だ
よ
り
を
目
指
し
頑
張
り
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
も
コ
ロ
ナ
禍
の
一
年
で
し
た
。
今
後
の
感
染
拡
大
が
心
配
で

す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
「
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
」
に
取
り
組
む
チ
ャ
ン

ス
で
も
あ
り
ま
す
。
新
た
な
生
活
様
式
の
中
で
、
新
た
な
発
想
の
も
と
、
未

来
志
向
で
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

　

マ
ン
ネ
リ
化
を
打
破
す
る
た
め
に
は
何
が
必
要
か
と
、
自
問
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
絶
え
ず
今
を
見
つ
め
直
し
、
初
心
を
忘
れ
ず
前
進
す
る
議
員
、

議
会
を
目
指
し
た
い
も
の
で
す
。

　

本
年
も
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

中
山　

光
義

広報広聴委員会
　（委 員 長）加藤　奈津実
　（副委員長）西田　晃一郎
　盛　　泰子　　川田　耕一
　岩﨑　義弥　　中山　光義　　
　前田　敏彦
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	 E-mail:gikai@city.imari.lg.jp
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〔印刷〕株式会社エーワン
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傍聴に行こう!!傍聴に行こう!!

議 長執行部席 執行部席
（教育長や部長など）

議 員 席

市長 演壇

エレベーターが開いたらそこはすぐ議場。
静かに着席して傍聴スタート！
車椅子２台分のスペースもあります。

伊万里市議会で開催される会議は、原則すべて公開しています。
12月3日に開会した令和３年第４回定例会は、 延べ21人の方が傍聴されました。
今回は議場での傍聴の方法をご紹介します。

２階へ
GO!

傍聴専用エレベーター
議会棟はココ

受付コーナー

傍聴席から見える議場の風景
写真や動画の撮影はできますか？
報道機関の方以外の撮影はできません。

会議の途中で出入りはできますか？
自由に出入りして頂いて結構です。その際は
静かに出入りして頂きますようお願いします。

Q
A

Q
A

テレビやインターネットとは
一味違う臨場感があります。　　　　

START!

エレベーターの中や傍聴
席には「伊万里市議会傍
聴規則」が掲示してありま
すので、ご一読ください。

傍聴人名簿に日
付・氏名・住所
・年齢を記入し、
回収箱へ。

◆〈コストアピール〉この議会だよりは、１部当たり約17.2 円 ( 印刷費 )で作成しています。 見やすいユニバーサルデザイン
フォントを採用しています。


